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平和について考える８月 
80年前この海から迫った恐怖

いちき串木野市公式LINE 
イベント情報など配信中！ぜひご登録ください

特集 
❶ 戦後80年～本土決戦の真実～ 
❷ 長崎鼻公園リニューアル
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いちき串木野サマーフェスタ
～いちき串木野花火大会～8/2

「いちき串木野サマーフェスタ～いちき串木野花火
大会～」が開催されました。

地元事業者等による多数の出店や、ステージでは、
祇園祭の山車による競演の他、七夕踊・川上踊・虫追
踊など郷土芸能が祭りを盛り上げ、大いににぎわいま
した。

フィナーレでは約 40 分間にわたる迫力ある花火が
夏の夜空を彩り、来場者から大きな歓声があがってい
ました。

市制施行 20周年記念
第 53回串木野さのさ祭り開催7/20

今年も本市の夏の風物詩、串木野さのさ祭りが開催
されました。約 1,100 名の方々が踊り手として市中
流し踊りに参加し、大いに盛り上がりました。 

今年は、踊りの表彰もあり、最優秀賞は神村学園専
修学校日本語学科、ハッスル賞は Kushikino WP` ｓ
でした。

また、出店エリアの「さのさ GENKI 横丁」も多く
の来場者で賑わいました。

8/2 市来湊祇園祭の開催

湊町地区で、祇園祭が開催されました。天神町の天
神山（男山）、祇園町の道風山（女山）、土橋町の竜
宮山（女山）の 3 台の山車が巡行し、活発な男山、
優雅さが漂う女山のお囃子が湊町に響きました。

夕方に八坂神社を出発したのち、サマーフェスタ会
場で競演を繰り広げました。

7/29 神村学園　3年連続夏の甲子園

神村学園高等部男子硬式野球部が、高校野球鹿児島
県予選を優勝し、第 107 回全国高校野球選手権大会
（夏の甲子園）へ出場を決めました。

7 月 29 日、串木野庁舎で壮行会が行われ、小田大
介監督から各選手のポジションや特徴、見どころなど
の紹介がありました。

今岡拓夢主将は、「去年、一昨年で敗れた準決勝の
壁を打ち破りたい」と力強く抱負を話し、甲子園での
活躍に期待が高まる壮行会となりました。



township talk
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中央地区まちづくり協議会
七夕飾り作り7/5

中央地区まちづくり協議会主催の七夕飾り作りが中
央交流センターで行われました。

地区内の子どもや神村学園専修学校日本語学科の学
生など、総勢 80 名が参加し、七夕飾り作りや笹竹へ
の飾りつけを通して、楽しくコミュニケーションを
とったり、日本の伝統文化に触れたりしていました。

当日飾りつけられた笹竹は、中央交流センター前や、
カッチェルなどに設置され、さのさ祭りの日まで串木
野の夏を彩りました。

2025 東京デフリンピック
キャラバンカーがやってきました！！7/3

11 月 15 日から 26 日の期間に「東京 2025 デフリ
ンピック」が開催されるのにあわせて、公式キャラバ
ンカーが串木野庁舎へやってきました。

デフリンピックとは、４年に１度開催される、きこ
えない・きこえにくいアスリートのための国際スポー
ツ大会です。今回は日本初開催で、さらに 100 周年
の節目となる大会です。

鹿児島県からも出場する選手の方々がいらっしゃい
ますので、応援をよろしくお願いします。

7/13 第 29回海岸クリーン作戦

市内全域の海岸で、市民の環境に関する意識啓発と
海岸の美化活動を目的に「第 29 回海岸クリーン作
戦」が実施されました。

この日は、約 800 人の市民の方々が海岸に打ち上
げられたごみなどを約１時間かけて懸命に回収しまし
た。早朝にもかかわらずご協力いただき、ありがとう
ございました。

これからも美しい海や海岸を残していくために、地
域ぐるみで協力し合いましょう。
※市では、ボランティア清掃時のごみ袋を提供してい

ます。必要な方は市民生活課（☎ 33-5614）、市
来庁舎市民生活課（☎ 21-5111）へご連絡くださ
い。

サリナスから本市に
派遣高校生が来訪7/9 ～

17

７月９日から 17 日まで姉妹都市のアメリカ・サリ
ナス市から高校生 9 名が本市を訪れました。滞在中
は、市役所・消防署・警察署及び学校を訪れたり、大
漁旗や、和菓子づくり等を体験するなど、初めて見る
日本文化や食事などに興奮した様子でした。

この事業は、いちき串木野市サリナス市姉妹都市協
会主催事業で、1979 年 5 月 27 日に姉妹都市盟約が
締結されてから、今回の訪問を含め 17 回、のべ 139
名の派遣生が本市を訪れています。
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串木野高校アーチェリー部
九州高校総体優勝6/27

６月下旬に佐賀県で開催された九州高校総体のアー
チェリー競技において、男子団体の部初優勝を成し遂
げた串木野高校アーチェリー部が市長を表敬しました。

接戦の末勝利を手にした団体戦について、キャプテ
ンの中袴田羚さんは「日頃から団体戦を見据えて練習
に打ち込んできたので、その成果を発揮できてよかっ
た」と喜びを語りました。

なお、同大会の個人の部で、１年生の中袴田遊さん
が優勝、３年生の中袴田羚さんが３位という成績を収
め、男子団体とともに８月の全国高校総体へ挑みまし
た。

フラーゴラッド鹿児島
バレーボール教室開催7/12

昨シーズンのＶリーグで総合優勝したフラーゴラッ
ド鹿児島の選手によるバレーボール教室がＦアリーナ
いちき串木野で開催され、市内外の小学生から高校生
の計 117 名が参加しました。

教室では、頭と体を使ったウォーミングアップから
トスやレシーブ、アタックなどの基本的な技術を教わ
り、プロ選手と過ごす貴重な時間となりました。

参加者は「分かりやすく教えてくれて、とても楽し
かった」「学んだことを今後に活かして、もっと上手
になりたい」と話しました。

今年度も本市でフラーゴラッド鹿児島のホームゲー
ムが予定されていますので、ぜひご観戦ください。

6/28
・29 市来コーラスが「篤姫賞」受賞

宝山ホールで第 48 回全日本おかあさんコーラス大
会九州支部大会が開催され、市来コーラスが優秀賞で
ある「篤姫賞」を受賞しました。

惜しくも全国大会出場とはなりませんでしたが、優
秀賞受賞という初めての快挙に、出場した皆さんは感
激していました。

6/29 黎明の地ふるさと短歌講座開催

中央公民館にて、鹿児島県歌人協会長鶴田直樹先生
を講師として短歌講座を実施し、20 名が参加しました。

今回は事前に希望者が短歌を提出する歌会形式で行
われ、先生による推敲によって作品がさらに味わい深
くなると、感嘆の声が上がりました。受講者は真剣に
聞き入り、短歌の奥深さを感じていました。



10 月 11 日のいちき串木野市誕生 20
周年に向けて、市民の皆さんとともに
祝い、今後の市制の発展につながるさ
まざまな催しを予定しています。本シ
リーズではその詳細や進捗をお伝えし
ます。

シリーズ 20周年

日あと53
（8月20日時点）

わが町の
文化財紹介

　「いにしえの香り」では、市で行っている文化財等調査
保存事業などで発見された価値の高い新資料を、隔月で
紹介しています。

過去の掲載資料
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　市制施行 20 周年を記念し、市民の皆さんの防火・防災意識の向上や親しみやすく身近な消防を目
指すため、消防本部のマスコットキャラクターを制作しました。
　そのキャラクターの愛称を公募したところ、総数 64 点の応募がありました。多数のご応募ありが
とうございました。審査の結果、最優秀賞を決定しましたので、公表します。
　今後、消防に関する色々な情報発信の場で活用していきます。

消防本部マスコットキャラクターの愛称が決定しました

愛　称　消
しょうま

馬くん
命名者　西村　和典さん（福井県敦賀市）

命名者による愛称の命名理由
消防の『消』といちき串木野市の春の風物詩「串木野浜競馬」に出走す
る『馬』を合わせて、親しみやすく『消馬(しょうま)くん』としました。

No.9
　今回は市来湊にある菅原神社のお話です。
　菅原神社は、現在菅原神社跡地公園となっていて赤い鳥居と祠

ほこら

、狛犬な
どが残されています。御神体は市来神社に合

ご う し

祀されています。
　市来神社に保管されている菅原神社の棟

むなふだ

札には、
『享保元 （1716） 丙寅十一月十五日「天満宮再興
記」』として、江戸時代に市来湊に大きな竜巻が近
づいたことが記録されています。そこには、波が天
まで激しく上がり、電光と雷鳴がとどろき、巻き上
げられた物が上空に飛ぶ姿も見えたと書かれていま
す。竜巻は別府沖付近で発生し、たちまち猛烈な竜
巻となって市来湊に近づいてきました。当然、市来湊は壊滅すると思われました。
　ところが、竜巻は菅原神社に大きな損害を与えただけで、すぐに冠岳方向へ通り過ぎて
いったのです。湊村には何の損害もなかったことから、村人たちは、「きっと天神様が身代
わりとなって村を守ってくださったに違いない」と思いました。天神様の霊験あらたかなこ
とに感じ入り、すぐに社殿を再興することにしました。村の人たちは喜んで寄付し協力しま
した。そして、このことを長く伝えるために棟札に記しました。棟札

菅原神社跡地公園

菅原神社に残された災害記録


